
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































摩 擦 回 数 （回）
100　　　　200　　　　300　　　　400　　　　500　　　　600　　　　700　　　　800　　　　900　　　　1000
1　　1　　1　　1　　1　　1　　1　　1　　1　　　1
変化なし，毛羽立つ　毛羽からみ合う　　継拶麗馴
　　　毛羽立つ，　　　　　　　　　　毛羽少々切断し脱落
変化なし㌶籠の響響難よ　璽聾竃鍵合
　　　　　変化なし　　　　　毛羽立つ
変化なし　　毛羽立つ
毛羽立つ
摩擦布の
繊維付着
両繊維の混合
ピル発生
両繊維の混合
ピル発生
摩擦布繊維のピルと両
繊維の混合ピル目立つ
ピル発生のまま
毛羽立つ　　　　　両繊維の混合ピル発生し，色違いで目立つ。
　　　　　　摩擦布繊維を混
毛羽立つ　　　　　　合したピル発生
両繊維の混合ピルと，被摩擦布繊維
のピル発生し，目立つ。
変化なし　　両繊維混合し毛羽立つ　　　　　　　　　　両繊維の混合ピル
変化なし　　毛羽立つ　　　　　　　　　摩擦布繊維付着
変化なし両綱混合しピノレYyin9生　璽鴎曜え・摩擦布の
毛羽立つ 摩擦布繊維付着 両繊維の混合ピル少し発生
変化なし　　　毛羽立つ　　　　ピル2～3個発生　　　　ピル脱落。
毛羽立つ麟布蹴イ摺警璽馨訪心　混合ピノレ頗
評　価
（級）
3－4
5
3
5
2－3
2－3
3
2－3
4
4－一一5
3－4
4
4－－5
2－3
イロン15％を混紡した試験片では，セルロース系の綿や
麻を主体とした結果に比べ，ピル発生もやや少なく比較
的良好である。実験1．の結果と同様で，羊毛は毛羽立
ち時にはピルも形成するが，繊維強度が弱いため着用中
の摩耗や張力によって，からみ合いに至らぬうちに切断
したり，ピルが抜けたりしてあまり残らない。ピルが発
生する，しないにかかわらず，衣類材料は着用に伴ない
繊維がとられ，次第に薄くなると推定される。
　ピルには，大型一直径2mm前後又はそれ以上一でゆ
るくからみ合っているもの（アクリル，羊毛），しっかり
からみ合っているもの（アクリル），小型一直径1mm前
後又はそれ以下一で硬くからみ合っているもの（ポリエ
ステル），柔らかいもの（綿）など種々ある。ピルは実
験1．のアクリル（b）で観察されたように，条件（1）で
毛羽がもつれ始め，条件（2）ではピルを生じ，（3）では
硬いピルとなっている。実験1．と2．ではピル生成も若
干異なるが，共通して次の順序で形成されると考えられ
る。①種々の摩擦その他の影響で試験片表面の繊維が引
出される。②引出された繊維の一端が切断して毛羽立
つ。③毛羽数は増加し，毛羽先端部は摩擦を受けて巻縮
する。④外部からの影響で毛羽同志からみ合いやすくな
り，ピルとなる。
　形成されたピルには，短時間に脱落するもの，容易に
脱落しないものなどいろいろあり，中には実験2．のアク
リル・ナイnン混紡編地をアクリル（c）で摩擦した結果
のように，寿命が短かく，ピル発生の感じられない場合
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もある。ピリングの消滅には，毛玉自体が崩壊する機構
と，脚繊維が衝動的に又は疲労損傷して切断し，脱落す
る機構とがあると報告されている2）が，製品にとっても
早く消滅する事が望ましい。実験1．2．の結果を総合し
てピリングは，組織のゆるやかな，表面繊維の長く出た，
糸密度の少ない，撚数の少ない材料，更に強度大で耐摩
耗性があり，帯電しやすい材料に多く発生している。他
に繊維が細い，繊維長が短かい，巻縮性がある，繊維表
面がなめらかで抜け出しやすい事なども生成要因として
あげられている。従ってピリングを防止するには，製品
の良さを害さぬような生成要因を減少させればよいわけ
であり，次の方法があげられる。繊維長の長い，太い，
出来れば異型断面の繊維を使用し，撚りを強く，編織物
の密度を高くし，浮きの短かい組織にするなどである。
要 旨
　被服地は着用時の摩擦その他の影響を受けて，繊維が
毛羽立ち，すり切れ，材質によってはピリングを形成す
る。いずれの場合も糸が細くなり，編織物も薄くなる
が，ピリングは外観・触感を害して製品の価値を低下さ
せる。ランダム・タンブル形試験機，ユニバーサル形摩
擦試験機を使用して，ピリング状況を調べてみた。
　1．綿・羊毛などの天然繊維製品のピリング発生は少
ないが，綿の肌着用メリヤス生地では，直径1mm以下
の小さい柔らかい毛玉を持ち，短い脚繊維のピリングを
一面に発生している。耐摩耗性が強く，帯電性の高いア
クリル，ポリエステルのような合成繊維は，ピリング発
生が著しく，特にアクリルの編織物では3級以下と判定
される結果が多い。
　2．　ピリング状況は繊維の長さ・太さ，撚り，糸密
度，組織その他によって異なり，ピ）ルの大きさ・硬さ，
脚繊維の長さ・本数などさまざまである。例えばポリエ
ステルジャージーのピリングは，硬くてはっきりした直
径1mm前後の大きさで，脚繊維数は少ないが長くて強
い。アクリルの起毛布では，直径2mm前後又はそれ以
上の大きさのゴロゴロしたピルを生じ，脚繊維数は多い
が短い。
　3．着用に近いと報告されているランダム・タンブル
形試験機の使用条件をかえて，（1）～（4）の実験をおこ
なったところ，ピル発生状況はそれぞれ異なる。円筒内
へ直接試験片を入れて回転させた（1）では，試験片の変
化は殆ど見られない。クロロプレンシートを内張りする
と毛羽立ちが激しくなり，30分間の回転ではピルを形成
し始める。シートの表面摩耗をおこなうとピル発生が顕
著になり，特にポリエステルジiV　一一ジーにおいて明白で
ある。摩耗によりシート表面が粗にされた事に起因する
と考えられる。スライバーの影響は明らかには表われて
ない。
　4．　ランダム・タンブル形試験機にて表面摩耗せぬシ
ー トを使用し，綿スライバーを添加して時間に伴なう変
化を観察したところ，次の如き結果が多く得られた。5
分間の回転で毛羽立ちを生じ，次第にからみ合い始め，
15分前後から玉状を形成し，約25～30分ではピルが
表面に浮き出す。40～45分前後でピル発生が最高とな
り，更に試験片を回転させても変化は少ない。
　ユニバーサル形摩擦試験機を使用して摩擦回数に伴な
う変化を調べた結果も，材質による変動はあるが，上記
結果にほぼ類似している。摩擦回数約200回で毛羽立
ち，400～500回程度で一一方の試験片の繊維が他の試験
片へ付着して混合し，500回前後又はそれ以後混合ピル
を生じ，800回前後でピル数多いがほぼ安定し，以後の
変化は少ない。1，000回の摩擦中，発生したピルが脱落
し，発生しないかのように見受けられる寿命の短いピル
もある。
　5．　ランダム・タンブル形試験機では，同一試験片の
繊維から形成される単一ピルを発生し，ユニバーサル形
摩擦試験機では，摩擦布・被摩擦布の両繊維を混合した
混合ピル（異物ピル）を発生している。後者のピルは2
繊維の色違いから非常に目立ち，前者のピルも生地の色
と異なった色を呈して目立つ。
　6．被服地の性能を害さぬよう留意して，糸の撚り・
密度を高くする，編織組織を検討する，ピル発生しやす
い材料では起毛を避けるなど初歩的手段により，少しで
もピリングを減少させる事が出来るのではないかと考え
る。
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Abstract
With　the　advent　of　synthetic　fibers，　pilling　becarne　more　acute．　For　the　purpose　of　studies　on　the
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pilling　tendencies・f　the　cl・thing　materials，　c・tt・n，　w・・1，　P・1yester・acrylnitril丘bers　are　subjected　t°
the　rubbing　action　by　using　the　Random　Tumble　pilling　tester　and　Universal　wear　tester．
Pilling　f。rmati・n　are　as　f・ll・ws；丘bers　are　surfaced　as　a　result・f　s・me　mechanical　acti・n・n　the
fabric，　next，　surfaced　fibers　entangle・r　mat　int・the　familiar　c・n丘gurati・n・f　a　pil1・It　is　f・und　that
the　synthetidbers　as　acrylnitril　and　p・lyester丘bers　are　apt　t・make　m・re　pills　as　c・mpared　with
natural　fibers　as　cotton　and　wool　nbers．　The　changes　of　pill　such　as　size，　hardness・length　and　num－
ber。f　leg丘bers　are・bserved　by　naked　eyes．　The　pill　size　are　m・st　small　with　c・tt・n・fairly　la「ge
with　acrylnitril　and　middle　size　with　polyester．
In　the　case。f　Rand。m　Tumble　pilling　tester，　pills・n　the　fabrics　are　m・st　f・rmed　by　using　the
r。ughen　ch1。r・prene　sheet　with　garnet　paper，　then，　the　e狂ect・f　r・ugh・n　the　sheet　are　th・ught・The
number。f　pills。n　the　surface・f　fabric　increases　with　the　rubbing　time・and　arrives　at　unif・rm　value
after　40～50　min．　rotation　with　Random　Tumble　tester，　and　at　800　rubbing　times　with　Universal　wear
tester．　The　former　forms　single　pills，　the　latter　forms　noticeable　mixed　pills．
Ithink　that　the　pilling　tendencies・f　fabrics　may　be　ass・siated　with　the　fuzzing　by　means・f　the
fiber　length，　count，　twist，　density　of　yarn，　textile　weave　and　so　on．
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